
 霧灘鐵灘籔覇…
灘

 氏名(本籍地)

 学位の種類

学位記番号

学位授与年月日

 学位授与の要件

 研究科、専攻

学位論文題目

論文審査委員

すずきひろのり

鈴木敬了

 博士(情報科学)

 情博第359号

 平成18年3月24日

 学位規則第4条第1項該当

 東北大学大学院情報科学研究科

WordOrdeぎVari

 と決定要因)

 (主査)東北大学教授福地肇

東北大学教授竹内修

東北大学助教授小掛芳

 論文内容の要旨

難
 =聾、

 第i章序論

英語史上の語

語順の国定化
一方鎌ores(鰺
らず語順の多
析し、絡の崩

Pe鷺童s鍵(欝

帳餓v並ess')

(玉騒0)は語順
 究により語頽には高い規則性があると修正された。

語順の多様性

轡ve髄ess'(猜
度に関しては
異を唱え`giv
欝麗blでは二
人々の共有知

ならない問題
 ̀簸鍛vi齢s8慧こ焦点をあてその作用を調査する。

 r
垂
一

削
鑓
羅
讐
懇
鑑

第2章古英語における語順の多様性と格表示のあいまい

古英語におけ
統的主張の有

したものであ

が晃られるこ

 語の表血澱5伽麗`撫鐙s蜘

 一一145一㎜一

莚



(i)初期古英語散文パーカー年代記892

S,0共にS,()の区0のみSのみ ん盆棚
絡表示あり別なし格表示なし格表

計

SV()
S()V
 VS〔)
V()S
 (》sv
()vs

 2
喋
8
0
0
(
U

8
7
9
i
3
0

i

 垂
0
4
0
i
G

i
i

8
0
7
1
0
3

i

 2
i
8
2
墨
3

2
4
3

i4,
計 i3%

%8
5
3
3

%

§
6
2
2

%
 窪
抑
◎
2
2

 翌o
loo%

 (2)SVO語順

磁絵e段賊惣薯膿胸 血膿尋露量騨

tot塾e雌ve童謡玉ey挙owe(丑聰亜)奮璽む麺$猛

 櫨一面簸盤鶏鉾搬灘夢鐡輔e騨e鍵伽艶
 艶簸翌灘猛es蝕。憩撫e艶劔丑癒。疑七s遍e

ごt隻総y墨owe通も

es重

表(3)は後期古

している。パー

 べて現われている。

 (3)後顛古英語散文ピーターバラ年

簸
聾
霧
準
毅
鯵
響
鍍
無
爵
震
滋
藤

 恥xもA 8,()共にS,()の区別()のみSのみ
絡表示ありなし格表示なし椿表

計

SV()

SOV

V80

v()s
()SV

()VS

 i
婆
G
O
6
3

2
2
i

 5
6
掻
丑
婆
3

3
2

 婆
騒
2
0
9
i

 5
盈
2

3
2
0
0
3
6

 i
豊

 i露3

 豊i

37

丑

22

i3

轡
密
鵠
轟
儲
餐
無
職
影

計

% 墨
i

 (
む
2

%屡
屡
7
2

i35

44%

%4
i
3
i

307
ioo%

同様にS抽resは
状況でも語順の

起こしたという主張は格の影響を強調しすぎていると言え

r
…
■

 第3章古英語激文における語顯決定要癒
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 論文審査結果の要旨

自然書語の類型論に
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